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「学ぶ子ども 磨く子ども 鍛える子ども」に近づくための５４日 
校 長 内 村 英 人  

遅ればせながら，新年明けましておめでと

うございます。 

 今年が，皆様にとって，健やかで幸多き一

年となりますことをお祈り申し上げます。 

 本年度最後の学期である３学期が始まりま

した。冬の寒さを乗り越えて，春の芽吹きに

備える学期です。この 1年間で目指してきた

三つの子ども像の達成状況を振り返り，残さ 

れた５４日間で何に重点的に取り組むのか，次年度に向けて本校の教育課程をどう見直す

のかについて，全職員で知恵を絞り，実践してまいります。 

「学ぶ子ども」・・・主体的に学ぶ態度と確かな学力を身に付けた子ども 

 昨年の１１月に５年生で国語の授業をさせてもらいました。授業後の子どもたちの感想

をいくつか紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 難しかったこととそこから学んだことや今後生かしたいことなどを書いています。知

識・技能とともに学びに向かう姿勢・態度も向上する学びが大事です。知識・技能の獲得

を通して人間形成に資する学びを実現したい。その願いが，「学ぶ子ども」です。 

 ３学期の「学ぶ子ども」に迫る取組の重点として，「学習のしつけ」の徹底（特に授業

前の準備）を図ることを私たちは確認し，ただいま共通実践中です。 
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【本年度の一事徹底事項】「元気なあいさつ」（磨く子ども：豊かな心をつくる子ども） 

目指す子ども像の「磨く子ども」の取組の一つは，「さわやかあいさつ運動」ですが，前号で

もお伝えしたとおり，指導を強化します。これも，職員が話し合って，まず，教室でしっかりと声を

出してあいさつをすることに全学級で取り組んでいます。 


